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本事業の概要
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本事業の推移

事業可能性調査（第1次現地調査：2024年9月） 関係機関・企業との関係構築（第2次現地調査：2024年11月）

B/PとMOU締結ワークショップ開催組成・形状分析現状調査

➢「現地・現物・現実」にあたって、課題・ニーズ・競合に
対する理解を深める
➢鶏糞の成分分析、生活ごみの組成確認
➢事業モデル案と事業計画案の仮説検証

➢バクザン省農業農村開発局、ハノイ農業大学、タイグエン農
林大学との関係構築
➢現地パートナー「Gia Huy 農業サービス協同組合」と共同事
業化に関する基本合意

ビジネスパートナーと共同事業化
に関する基本合意

製品・技術紹介セミナー
（バクザン省）

生鶏糞成分分析

関係機関との面談、インタ
ビュー調査
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本事業目標の達成状況
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利用技術

有機性廃棄物を堆肥化する発酵攪拌処理装置（D-1000-6型）

生ごみや畜糞等の有機性廃棄物を自動制御で効率的に攪拌し、乾燥、
発酵を促進させ、効率的に安定した堆肥を製造することができる。
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現状・課題

• ベトナムにおける生活廃棄物の発生量は平均6万トン/日で、都市ごみが廃棄物全体の80％を占め、収集率は75％程度と
推定されている。

• 埋め立て処理がほとんど(8割ほど)で、次に焼却が多い。
• ベトナムのどの地域もごみの発生量をカバーできる処理場を持っていないため、適切な処理が行えず、深刻な環境汚染
を起こしている。

• タイグエン省内の生活ごみの発生量：800-900トン／日。畜糞では、豚糞が多い（1,800トン／日）、次いで牛・水牛
の糞（1700トン／日）、家禽の糞（480トン／日）。有機肥料使っている農家もあるが、まだ少ない。生鶏糞を使って
いる農家が多い。埋め立て処理場で生ごみ処理・堆肥化の提案だとプロジェクト化しやすい。

• バクザン省内の生ごみは965トン／日発生している。省内の鶏は2,000万羽、豚90万頭、牛・水牛1,000頭おり、鶏ふん
40万トン/年、豚糞8,800トン／日発生している。ゴミの収集運搬が課題であり、また、埋め立てや焼却によって処理す
るが発生量が多すぎて環境に悪影響を及ぼしている。省内の154,000haの農地に対し50万トンの肥料が必要である。

• 養鶏農家では鶏糞を基本的に農家に売るが（1袋VND10,000ほど）、需要が無ければ廃棄している。
• ゴミの分別は、ベトナム全土で2025年1月1日から実施する計画になっているが、定着するまでに数年かかると思われる。
• 生ごみから堆肥を作る考えもあるが、分別できなていないので、堆肥化するのは難しい。
• 堆肥や有機肥料のニーズは高い。
• ベトナム農産物の輸出が増えており、輸出のために有機肥料を用いた農業生産が増えてきている。中部地方の顧客の大
規模農家では、毎年100万トンの堆肥を求めている。

• 鶏糞は含水率が低いので処理しやすいが、顧客として多い養豚農家は豚糞と排水処理に困っており、その分野での提案
を求めている。豚糞と排水処理分野であれば、事業化しやすいと思われる。
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ベトナムで流通している鶏糞肥料

項目 1 2 3 4 5 6 7

写真

有機物：（％） 55 60 55 65 60 60 55

窒素全量 (N)：（％） 3 3 3 3 3 3 4

リン酸全量 (P)：（％） 2 2 2 2 2 2 3.5

カリ全量 (K)：（％） 2 2 2 2 2 2 3.5

含水率：（％） 30 20 25 20 25 20 15

フミン酸：（％） - 2.5 - - - - -

炭素窒素比（C/N） 9 - 12 10 12 10 5

pH： 5 5 5.5 5 5 5 -

小売価格：（vnd) 15(kg) :  145,000 20(kg) :  140,000 25(kg) :  175,000 15(kg) :  150,000 15(kg) :  160,000 15(kg) :  150,000 15(kg) :  150,000

小売価格（円換算：円/㎏) 58 42 42 60 64 60 60

ベトナムにおける鶏糞肥料の最大の輸入国は日本で、その輸入量は年間10万トンほどであり、小売単価は42～64円/㎏ほどである。

（注）ドン円換算レート：0.006（2024年10月8日時点）
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ベトナムで流通しているコンポスト装置

項目 1 2 3 4 5 6

メーカ

写真

スペック

岡田製作所の機械と同じ方

式。両側壁立てなくても攪拌

出来る。ただし、消耗品、メ

ンテナンス費が高い。

処理量（トン/日） 1-5トン 1-10トン 1-5トン 50トン 8-20トン -

堆肥化日数（時間） 8-10h 15-18h 16-18h 16-18h 16-18h 20-24（日）

堆肥製造量（トン/日） 1-3.5トン - 0.65-3.5トン 30-35トン - -

消費電力（ｋW/ｈ）
16ｋW（他の設備）

20ｋW（ヒーター）
20ｋW（ヒーター）

16ｋW（他の設備）

20ｋW（ヒーター）
100ｋW 30ｋW 62ｋW

堆肥可能原料 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ 鶏糞-牛糞-豚糞-生ゴミ

ロータリーのように攪拌棒が多列に配置され、破砕しながらヒーターが温度を上げて蒸発過程時間短縮の方式。堆肥化の補助資材として微生物資材も投入

するタイプ。
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事業計画案

① ベトナムにおける鶏糞肥料の最大の輸入国は日本で、その輸入量は年間10万トンほどであ
り、小売単価は42～64円/㎏ほどである。現地製造原価を現地パートナーと推計した結果、
小売単価：30円/㎏、卸し単価：10円/㎏としても十分利益が出ることと、競合品に対して
も価格優位性を訴求することができると判断した。

② コンポスト装置のコア部分（スクリュー等）は日本から輸送するが、それ以外のパーツは
ベトナム現地で調達し、レンタル工場で現地パートナーが溶接・組立を行うことで製造コ
ストを30％ほど削減する。製品ラインナップは、小型（2トン/日処理）～中型（10トン/
日処理）とし、価格帯は400万円～1,400万円ほどにする。受注製造として在庫は持たな
い。販売促進手段としてオペレーティング・リース（レンタル）も検討する。

③ 現状のように生ごみにプラスチックや金属、ガラス、電池等が混入している状態で堆肥化
することは分別設備や分別作業コストなどから事業採算性がとれないことが容易に想像で
きるため、来年以降分別処理が進展した段階での堆肥化を検討している。生ごみだけでは
NPKが低い課題に関しては、鶏糞を混ぜて堆肥化するか、化成肥料を加えることなどを考
えている。

④ 短期的にDABACOグループと協業することは無いが、DABACOでもまだ取り組んでいない
生ごみの堆肥化に関しては、共同で研究開発し、中長期的な新製品開発に向け、協業を検
討している。来年以降、まずは現地パートナー候補となるGia Huy農業協同サービスとの
共同事業化を優先して進める方針である。
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ビジネス実施体制
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ビジネス展開計画案

（注）
現地パートナーとの共同事業化を進めて行く過程で、経産省やJETRO等の海外実証スキームがあれば、堆肥化設備の訴求を高めるため
に応募を検討する。実機を現地に設置して堆肥製造を実証することは、提案製品の評価を高め、顧客開拓に資すると考えている。
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ビジネス戦略
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アクションプラン（堆肥製造・販売）
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アクションプラン（装置組立製造・販売）
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